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Summary 

Between 194 7, when the breeding program for table peaches at the National Institute of Fruit Tree Science was 

initiated, and 1999, eight cultivars,'Saotome','Chiyohime','Chiyomaru',、Akatsuki','Yoshih-ime','Masahime',

'Yuzora'and'Akizora'had been released. Although these cultivars are early-, mid-and late-maturing ones, a 

new cultivar which matures 10 days later than、Akatsuki'isneeded by the growers for continual harvesting of 

mid season peaches. 

In 1999, the National Institute of Fruit Tree Science, NARO, released a new peach cultivar,'Natsuotome'. In 

order to achieve the breeding objectives of developing a mid-season cultivar that matures 10 days after、Akatsuki'

with a high fruit quality and good fruit size, crossing between'Akatsuki'and'Y oshihime'was conducted in 

1984 at the Fruit Tree Research Station. The seedlings were planted in the orchard of the Chiyoda Farm at 

Chiyoda, Ibaraki Prefecture in the spring of 1987 as seedlings No.'209-21'. The trees started fruiting in 1987, 

and the cultivar was selected in 1990. Since 1992, adaptability tests have been carried at 20 experimental stations. 

The cultivar was named'Natsuotome'and released as'Peach Norin-23'on 13 August, 1999, and registered as 
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No.10382 on July 10, 2002, under the Seed and Seedlings Law of Japan. 

The tree is relatively vigorous and slightly upright. The shoots are numerous and long with many flower buds. 

The flowers are pink, showy and pollen-fertile. The flowering time is early. The maturation time is mid-term, 110 

days after full bloom, one week later than in 、Akatsuki'andtwo weeks earlier than'Kawanakajimahakuto'. 

There is little physiological fruit drop, but the trees are susceptible to brown rot and bacterial shot hole. 

The fruit is large in size, averaging 230 grams, oblate in shape, uniform, and resistant to cracking. The skin 

color is white with red blushing. The flesh is white in color with red pigment around the pit, firm but melting type, 

with clingstone and with a good keeping quality. The quality of the fruit is excellent with a high sugar content 

avera忠ng14% in Brix value and with low acidity. 

Key words: fruit breeding, new cultivar, peach, Prunus persica 
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果樹研究所における本格的な生食用モモの育種は1947

年より始められ，これまでに早生では‘さおとめ'(吉

田ら， 1984),'ちよひめ'(吉田ら， 1987)および‘ちょ

まる'(山口ら， 1989)が，中生では‘あかつき'(金戸

ら， 1980),'よしひめ'(京谷ら， 1992)および‘まさひ

め'(京谷ら， 1992)が，晩生では‘ゆうぞら'(吉田ら，

1983),'あきぞら'(山口ら， 1996)などの品種が育成

されてきたまた， 1978年の新種苗法の施行以降，モモ

の新品種の登録が相次ぎ，その中から優れた果実特性を

有する品種も見いだされており，我が国のモモ栽培の発

展に寄与してきたこの結果，我が国のモモの品種構成

は急激に変化し，かつての主要品種であった‘砂子早生',

倉方早生’等の早生品種はもとより，中生の‘大久保',

晩生の‘白桃’なども著しく面積が減少し，これに代わ

り，早生では‘日川白鳳', 中生では‘あかつき',やや

遅い中生として‘川中島白桃’などが増植され主力品種

の地位を占めつつある．しかし，‘日川白鳳’と‘あか

つき’や‘白鳳＇の間には 3週間程度，‘あかつき’と‘川

中島白桃’の間にも約 3週間の収穫盛期の開きがあるた

めに， これらの出荷の谷間を埋める品質の優れた新品種

の育成が求められてきた

果樹研究所では‘あかつき’と‘川中島白桃’の中間

が収穫盛期となる，品質および日持ち性の優れた新品種

の育成を目標に交雑を行い，‘なつおとめ’を育成した

ので，育成経過および特性の概要について報告する．

謝辞 本品種の育成に当たり，系統適応性検定試験を

担当された関係公立試験場所の各位，圃場管理等に多大

のご協力を寄せられた業務科をはじめとする歴代職員，

研修生の各位に心からの謝意を表する次第である

育成経過

‘なつおとめ＇は，‘あかつき’の 10日程度後に収穫さ

れる白肉で品質，外観の優れるモモ品種の育成を目的に

行われた‘あかつき, X , よしひめ’の交雑実生から選

Fig. 1. Pedigree of'Natsuotome' 
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抜された (Fig.1). 種子親となった‘あかつき’は果

実品質が良好で日持ち性も良く，中生の主要品種となっ

ている優良品種である．また，花粉親の‘よしひめ’は

果実の肥大が良好で‘あかつき’より 2週間程度後に収

穫される中生品種である．

1984年に果樹試験場（現果樹研究所）千代田圃場に植

栽されていた‘あかつき’に当時 '77-8'の個体番号

を付されていた‘よしひめ’を交雑して得られた種子を

同年秋に除核剥皮し，プラントベッドに播種したその

後，野外で低温にあて，翌1985年春に苗圃に移植し， 2

年間養成を行った．

1987年に育種圃場に個体番号 '209-21' を付して定

植し，同年夏に初結実した．‘あかつき’より熟期が遅

く果実肥大および着色が良好で，‘あかつき’並みの優

れた果実品質を示すことから1990年に注目個体として第

1次選抜した 1992年より系統番号‘モモ筑波111号’を

付してモモ第 7回系統適応性検定試験に供試したこの

結果，本品種が果実外観および果実品質が良好で，熟期

も‘あかつき＇の 10日程度後になることから，平成10年

種候補にふさわしいとの合意が得られ，平成10年度果樹

試験研究推進会議において新品種候補とすることが決定

された. 1999年8月13日付けで農林水産省育成農作物新

品種命名登録規定に基づき，‘なつおとめ’と命名，もも

農林23号として登録，公表された．また，2002年7月10

日付けで種苗法に基づき品種登録された．登録番号は第

10382号である．

Fig. lに本品種の系統図を示した．

本品種の系統適応性検定試験（以下系遜試験）を実施

した場所および育成担当者は次の通りである

系適試験実施場所（名称はモモ第7回系統適応性検定

試験開始当時の機関名）：宮城県園芸試験場，秋田県果

樹試験場天王分場，山形県立園芸試験場，福島県果樹試

験場，山梨県果樹試験場，長野県果樹試験場，静岡県柑

橘試験場落葉果樹分場，愛知県農業総合試験場園芸研究

所，和歌山県果樹園芸試験場紀北分場，岡山県立農業試

験場，広島県立農業技術センター果樹研究所，山口県農

業試験場，徳島県果樹試験場県北分場，香川県農業試験

場府中分場，愛媛県立果樹試験場鬼北分場，高知県農業

技術センター果樹研究所，福岡農県業総合試験場豊前分

場熊本県農業研究センター球磨農業研究所，鹿児島県

果樹試験場北薩支場，果樹研究所．

京

1987~1992), 

1988, 1992~1999) , 中村ゆり

(1985~1991) , 土師岳 (1991

~1999), 

1996), 

1999), 

特性の概要

1. 樹性

種苗法による品種登録のための特性調査基準に用いら

れる昭和52年度種苗特性分類調査報告書〔モモ（毛桃）〕

（岡山県農業試験場， 1978) に基づき， 1998年に育成地

において‘なつおとめ’成木を調査した結果は以下の通

りである．樹勢はやや強く，樹姿はやや直立する．枝梢

の太さは中程度，色は赤褐色である (Fig.3). 花芽は

複芽となり，着生は多い．葉身の長さ，大きさは中程度，

葉色は緑である．蜜腺は腎臓形である．花は単弁普通咲

きで花弁の色は濃桃色となる．花弁の形は楕円形，波う

ちが認められる雌ずいは 1本，花粉を有し自家結実性

であるがく筒内壁色は黄緑色である．ガク片先端は「鈍」，

色は紅色である．

開花期は早く，盛期は育成地で4月8日頃で，‘あか

つき’とほぼ同時期となる育成地における収穫期は8

月上旬で，‘あかつき’の 1週間あまり後となる．生理

的落果の発生は少ない．せん孔細菌病，灰星病には罹病

性であるが‘あかつき’と較べて特に問題とはならない．

‘あかつき’とは，樹姿がやや囲立気味になること，

樹勢が中程度であること，花弁の色が濃桃色であること，

収穫期が遅いことなどで区別される．また，‘よしひめ'

とは，樹姿がやや直立気味になること， 花弁の色が濃桃

色となることなどで区別される

林水産省果樹試験場， 1994)に基づく系適実施場所にお

ける1998年度の樹性の特性調査結果をTable1に示した

樹姿は育成地では「やや直立」と判定されているが，「直

立」あるいは「やや直立」 とするものが5場所， 「中間」

とするものが6場所，「やや開張性」と判定したものが

5場所みられ，場所による判定結果のばらつきが大きか

った樹勢は「中」と判定した場所が12場所と最も多く，

「強」あるいは「やや強」とする場所が 7場所であり，

本品種はやや強い樹勢を有するものと判定された．花芽

の着生はほとんどの場所で「多」と判定しており，本品

種は花芽の着生が良好でその確保が容易であることが明

らかになった

生理的落果の発生も，多くの場所で「少」と判定され，

宮城県園芸試験場，熊本県農業研究センター果樹研究所


















